
E074-P005 時間：5月 26日  17:15-18:45

ナマズと地震に関する研究変遷と課題

Relationship between catfish activities and earthquakes : History and future plan of
research.
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　地震に関係すると報告されている動植物の異常や発光現象などのいわゆる宏観異常現象の存在に対しては,
現在明証性が得られていないものの, 完全に否定する結果も得られてはいない. 我々は宏観異常現象の定量的検
証を進めるべく, 動物異常行動のうち比較的研究の進んでいると思われるナマズの行動に着目し、既往資料の整
理と実証的な研究方法の検討を開始した．
　東京都水産試験場では 1976 年～1992 年の 16 年間，ナマズと地震との関係に関する研究が実施された．本研

究の第１フェーズとして，東京都水産試験場の研究変遷を整理し問題点等を把握することとした．東京都水産試
験場は，地震に先立つ動物(特に魚類)の異常行動に関して文献調査・聞き取り・アンケート調査を行った結果、
ナマズを実験魚として選定した．実験は，飼育水槽に飼育されたナマズが地下から何らかの信号を受けて異常行
動を起こすものと仮定し，飼育水は深井戸から採り，さらに水槽からあふれた水が地下に直接浸透するように工
夫された．実験棟は他の施設からの振動などの影響を受けにくいように 200m 離れた別棟にされた．ナマズの動き
はピックアップ振動計を利用し定量化された．飼育設備や観察記録，異常行動の判定，地震との対比結果などは，
東京都防災会議地震部会 （1980-1992）においてほぼ年度毎に報告され，計１３部の報告書としてまとめられて
いる．
　ここでは東京都水産試験場の研究変遷および残された課題、主に飼育・観察システムを中心に、我々の取り

組みを合わせて紹介する．その中で特に東京都水産試験場において実現しなかった日常のナマズの行動把握に関
して，ビデオ画像解析を利用した手法を紹介する．


